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コロナ禍 によ り
C57蒸気機関車

3月 か ら運 休 して い た SLやま ぐち号 。 8月
「貴 婦 人 」 が津 和 野 に帰 つて き ま した 。
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つわの議会だより No.60

一般会計 85億9213万 1615円 85億289万2064円 8923万9551円
牛寺別会言十 34億9886万8855円 34億3760万3261円 6126万5594円

国民健康保険特別会計 ¬〇イ意9776万 6¬ 57円 可〇イ意75「D5万 3895円 222¬ 万 2262円

介護保険特月J会計 ¬3億 9¬ 20万 3879円 ¬3億730¬ 万 442¬ 円 ¬8¬ 8カ 9458円

後Ell高 齢者E41療 特月」会計 2億 9_「D02万3428円 2イ意9400万 65¬ 8円 ¬○司万 69可 〇円

下水道事業特別会計 3億 3184万 8216円 3イ意287司 万 3Z喝3円 3¬ 3万 4753円

農業集落排水事業特別会計 425万 8466円 412万 2446円 司3万6020円

奨学基金特別会計 ¬08¬ 万 2992円 108可 万 2992円 〇 円

診療所ヰ寺男J会言十 5647万 4940円 54四 万 665円 226万4275円

■譲老1=健セ設事業壻号:全言■ 3イ意¬¬48万 777円 2イ意97¬ 6万 886]円 1431万 可9¬ 6円

総 言十 120億9100万470円 119億4049万5325円 1億5050万5145円

1627万 285円
8098万5427円

*差 引き3552万 」14円の資金不足が生じたので、過年度分損益勘定留保資金から補填

V

*差 引き」億 ¬5万 491円の資金不足が生じたので、当年度分消費税資本的収支調整額から1054万 9007円 、当年度分損益勘定留保資金から
7727万 20¬ 7円、繰越利益剰余金から¬232万 9467円を補填

☆実質公債費比率 ・̈………………9日8%揃年度比0.4ポイント減)

☆経常収支比率 "¨ 00000"・ "0"・・̈ 91.8%( 0.9ポイント増)

☆町民―人当たりの借金 ・̈・・・・̈  179万円 ( 5万円増)

☆地方債残高¨̈ …̈ 128億4784万円 ( 0.2ポイント増)

″

″

″

◎主な審査意見
(¬ )平成 31年 度 の歳 入 総 額 ιま 85イ意 92¬ 3万 1615円 、 歳 出総 額 しま85億 289万 2064円 で 差 し弓:き

収 支 ιま8923万 9551円 (内、幕蘭睡明 言午費 繰 越 額  2453万 円 )で、実 質 収 支 額 しま6470万 9551円
の黒 字 決 算 で ある。

(2)平成 31年 度 基 金 残 高 は 、一 般 会 計 基 金 29億 7200万 2千円 (前年 比 6031万 9千円 減 )である。一 方 、
地 方 債 残 高 は 、総 額 128億 4784万 3千円 (前年 比 2173万 5千円増 )であ り、町 民 1人当た りの負 担 額 に
換 算 す ると 179万 2千円 で ある。実 質 公 債 費 比 率 は 、98%で 前 年 度 より04ポ イント改 善 してお り、これ まで
実 施 され てきた 繰 り上 げ償 還 の努 力 の表 れ で あると評 価 す るもので ある。しか し、平 成 19年 度 か ら実 施 され た
公 有 林 の整 備 事 業 に係 る起 債 の償 還 が は じまる令 和 4年度 か ら、実 質 公 債 費 比 率 の上 昇 が 懸 念 され る。それ に
備 え 、引き続 き言十画 的 な繰 り上 げ償 還 の実 施 、有 利 な財 源 の活 用 等 に努 め られ た い。

(3)町民 税 につ いて は 、滞 納 額 185万 3千円 (前年 比 24万 9千円減 )で 、減 少 して いる。個 人 町 県 民 税 の収 納
率 は 992%で 、島根 県 内 にお いて 第 1位 で ある。このことは 高 く言平価 す るもので ある。固 定 資 産 税 の滞 納 額 は
2598万 9千円 (前年 比 148万 4千円増 )で ある。固 定 資 産 税 にお ける不 納 欠損 総 額 は 158万 1千円 (前
年 比 ¬0万 3千円 減 )で、そのうち 129万 円 (¬ 2件 )が処 分 の停 止 、29万 1千円 (48件 )が徴 収 不 納 による
もので ある。相 続 放 棄 や 事 業 所 の廃 業 が 影 響 して いる。税 の公 平 性 の観 点 か ら納 税 相 談 等 これ まで 以 上 に取 り
組 み 徴 収 努 力 され た い。

(4)使用 料 等 で は 、住 宅 借 上 賃 貸 住 宅 使 用 料 の滞 納 額 548万 8千 円 (前年 比 8万 8千 円 減 )、 負 担 金 で は 、

一 時保 育 利 用 料 の滞 納 額 10万 4千円 (前年 比 1万 5千 円 減 )、 駐 車 場 使 用 料 の滞 納 額 1万 9千円 (前年 比
5万6千円 減 )である。関 係 各 課 が 情 報 共 有 し世 帯 の状 況 等 を見 なが ら、 実 情 にあつた滞 納 徴 収 を行 わ れ た い。
自主 財 源 に乏 しい 当町 にとつて 、公 平 性 の観 点 か らも滞 納 徴 収 に努 め 、自主 財 源 の確 保 に努 め られ た い。

(5)ぶ、るさと納 税 寄 付 金 額 は 4123万 5千円 (2061件 )で ある。3、るさと津 和 野 基 金 の平 成 3¬ 年 度 末 残 高 は
5212万 5千円 で 、平 成 31年 度 中 に 3¬ 79万 5千円の繰 出 しを行 つて いる。返 礼 品 の選 択 月支の拡 充 や 寄 付
で きるインターネットサイトの見 直 しが 主 な増 額 要 因 で ある。自主 財 源 の乏 しい当 町 にとつて 、ぶ、るさと納 税 収 入 は
貴 重 な財 源 で あり、また 町 内産 品 の販 路 拡 大 や 宣 伝 に寄 与 す るもので ある。関 係 者 と連 携 し、今 後 さらに研 究 を
重 ね て 、寄 付 金 額 の増 額 に努 め られ た い。

一 方 で 、個 人 が 自治 体 を自由意 思 で 応 援 す る制 度 で あることを踏 まえて 、寄 付 者 の思 いが 尊 重 され る運 用 に努
め られ た い。

3億2014万4327円
791万3491円 ▲ 1億15万491
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噺 嗣 鯛 各 会 計 決 算

≦ミ  言十  月」 歳 入 総 額 歳 出 総 額 差 引 額

病院事業会計 収  入 支  出 差
コ
つ

病院事業 7億8050万 1363円 7億6348万6278円
資本 4546万5313円 ▲3552万114円

水道事業会計 収  入 支  出 差
ｐ
つ

水道事業収益 3イ意4967万5335円 1266万 2806円
水道事業費用 2イ意4776万3000円



つわの議会だより No.60

(6)耳哉員 の時 間 夕ヽ 勤 矛努ιま9199日寺問 マr30■ FJ蔓より2043日寺間 力義少 してrいる。200日寺問 上ズ上 6D者 しま、B/F年度
と同数 で 12人 で あったものが 7人に減 少 して いる。長 時 間 労 働 は′き身 に多 大 な影 響 を与 えるため 、引 き続 き適
切 な 人 員 配 置 を図 りつつ 、組 織 内 の連 携 や 事 業 の効 率 化 を図 り、就 労 環 境 の更 なる改 善 を期 待 した い。

(7)不用額 につ いて 、3月補 正 予 算 で 減 額 補 正 の処 理 が 行 わ れ て いない予 算 もあつた が 、翌 年 度 繰 り越 しのもの
が 概 ね で あつた 。少 な い予 算 で 大 きな効 果 が 得 られ るよう、 今 後 も事 業 の進 捗 状 況 の掌 握 と管 理 を徹 底 され た
い 。
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決算審査特別委員会 ◎川田 剛 ○岡田克也 草田吉丸 米澤宕文 寺戸昌子

津和野町議会第 7回定例会を9月4日から9月 23日まで開催しました。

歳入歳出それぞれ3億3270万円を追加し、総額115億6499万円。

(千円以下切捨て)

公立学校情報機器整備事業 タブレッ陣嵩末購入費 ………。…………………… 1774万円

保育所、放課後児童クラブに対するコロナウイルス対策費 ………………………… 451万円

観光イベント実施、観光資源磨き上げ事業委託料 ・……………………………… 司035万円

」R運転関連施設の移設に伴う移転補償金 ……………………………………… 9000万円

安野光雅美舗i館資料購入費 ……。………………………………………………… 司OOO万円

普通交付税 ………………………………………………………………………… 7900万円

国庫補助金  公共土木施設災害復旧費負担金等 ・・…………………………。2012万円

〃    新型ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 ……………… 3270万円

町  債   過疎対策事業債 津和野駅周辺整備事業 …………………… 9000万円

〃    観音丼堰等農林水産業施設災害復旧事業 ……………………… 820万円

令和2年度 津和野町一般会計補正予算 (第4号 )

1億8438万円を追加し、総額111億2945万円
卜を 飾 市司

新型コロナウイルス感染症対策賣

シルクウェイにちはら空調修繕費

…………………………………………… 1億2458万円

。………………………………………………・・5594万円

令和2年度 津和野町―股会計補正予算 (第5号 )

1億283万円を追加し、総額112億3229万円

とやま保育園建設工事費…………………………………………………… 9980万円
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令和2年度津和野町―股会計補正予算(第6号〕

津春1野町議会 第5回臨時会 (7月31日開催〕

津春1野町議会 第6回臨時会 (8月24日開催〕



A閑散期の 日程度で未だ厳しい

てしヽ  たいしん

丁 泰仁 議員
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影
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御
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崚
獅
け
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Ｄ
Ｐ
を
始
め
と
し
た
経
済
指
標
が

戦
後
最
悪
の
数
値
を
示
し
て
い

る
。国

内
に
お
い
て
は
２
０
２
０

（令
和
２
）
年
４
月
か
ら
６
月
期

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
率
換
算
２７
・８
％

減
と
り
―
マ
ン
シ
ョ
ツ
ク
時
の
１７

８
％
減
を
超
え
る
先
行
き
不
透
明

な
経
済
環
境
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
当
町
観
光
経
済
の

施
策
を
間
う
。

８
月
１
日
以
降
の
Ｓ
Ｌ
運
行
開

始
に
伴
う
、
街
中
景
気
、
特
に
観

光
関
連
業
種
、
⌒飲
食
店
、
土
産
店
、

宿
泊
所
）
に
対
す
る
消
費
状
況
は

い
か
が
か
。

Ｓ
Ｌ
運
行
再
開
後
少
し
づ

つ
観
光
客
が
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、

未
だ
厳
し
い
状
況
。

□

宿
が
新

鯉

ば

距

府
実
施
の

「Ｇ
Ｏ
丁
○
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
影
響
と
絡
め
て
い
か
が
で

あ
っ
た
か
。

こ
の
期
間
だ
け
の
入
込
数

デ
ー
タ
は
取
っ
て
い
な
い
の
で
、
回

答
は
致
し
か
ね
る
が
、
旅
館
組
合

の
デ
ー
タ
か
ら
帰
省
客
の
減
少
に

よ
り
、
例
年
の
半
数
程
度
で
あ
っ

た
と
の
事
。

土
産
物
の
販
売
に
つ
い
て
も
帰

）

省
客
の
減
少
が
大
き
く
響
い
て
い

る
模
様
。

ｍ
Ш
　

起
訓
卸
剣
臥
嘲
電
装
噸

よ
り
発
行
さ
れ
た
、
ヨ
ー
ル
プ
レ

ミ
ア
ム
券
」
の
販
売
状
況
は
。

７
月
２０
日
か
ら
８
月
３‐
日

ま
で
の
間
、
商
工
会
、
郵
便
局
な

ど
町
内
１０
か
所
に
販
売
所
を
設

け
、
プ
レ

ミヽ
ア
率
２５
％
ヽ
「
セ
ツ

ト
「
万
２
５
０
０
円
の
商
品
券
を

７
２
２
７
セ
ッ
ト
、
総
額
９
０
３

３
万
７
千
円
　
の
販
売
を
行
っ
た
。

販
売
達
成
率
は
団

３
％
に
な
る
。

直
近
の
当
町
ブ
レ
ミ
ア
ム
券
の

販
売
状
況
と
し
て
は
、
平
成
３０
年

１０
月
１５
日
か
ら
柁
月
２‐
日
ま
で
の

期
間
に
フ^
レ
ミ
ア
率
１０
％
、
「
セ
ッ

ト
５
５
０
０
円
の
商
品
券
を
８
７

０
０
セ
ッ
ト
総
額
４
７
８
５
万
円

の
販
売
を
行
い
、
販
売
枚
数
を
総

人
口
よ
り
低
く
限
定
し
た
た
め
「

Ｏ
Ｏ
％
達
成
で
あ
っ
た
。

販
売
総
額
で
比
較
す
る
と
、
概

ね
２
倍
の
実
績
と
な
る
。

□

‰

卸

Ｔ

鍵

¨

実
施
は
。

ま
た
、
中
止
の
場
合
の
対
策
は

い
か
が
か
。

現
在
、
島
根
県
の
方
針
が

９
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
等
を
慎
重
に
見
極

め
な
が
ら
、
県
の
１０
月
以
降
の
方

針
等
も
踏
ま
え
て
、
そ
れ
に
沿
っ

た
取
り
扱
い
を
す
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

例
年
１０
月
中
旬
に
行
わ
れ
る

「日
本
３
大
芋
煮
、
芋
煮
と
地
酒

の
会
」
に
つ
い
て
は
、
訴
求
力
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
観

光
客
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
実
行

委
員
会
と
し
て
実
行
す
る
検
討
に

入
っ
た
が
、
列
に
並
び
大
鍋
か
ら

給
仕
す
る
方
法
、
密
接
が
予
想
さ

れ
る
販
売
、
飲
食
用
の
テ
ン
ト
設

置
な
ど
危
機
管
理
上
、
通
常
の
や

り
方
で
は
開
催
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

今
後
、
芋
煮
の
レ
ト
ル
ト
商
品

化
に
取
り
組
む
事
業
者
の
状
況
等

も
考
慮
し
つ
つ
時
期
的
に
は
ず
れ

る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
３
つ
の
密

を
防
ぐ
方
式
で
実
証
実
験
的
に
取

り
組
め
な
い
か
、
関
係
団
体
と
も

検
討
し
た
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
い

か
が
か
。

「コ
ロ
ナ
感
染
」
の
た
め
難
し
い

時
期
で
あ
る
が
努
力
を
望
む
。

教
育
長
　
平
成
２５
年
水
害
以
前

は
入
館
客
も
毎
年
２
万
人
を
超
え

て
い
た
が
、
近
年
は
「
万
人
超
え

る
程
度
で
あ
る
。

今

後
、
各
施
設
、
入
館
者

目

標
を
立
て
、
広
告
宣
伝
を
徹
底
し
、

対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
文
化
施
設
の
入
館
料
を
増
や
す
工
夫
は

Ａ

入
館
者
目
標
を
立
て
広
告
宣
伝
を
徹
底

□

男

鵜

晦

嘲

潤

ば
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
欧
米
豪
、

ア
ジ
ア
地
域
の
中
で
旅
行
し
た
い

国
は
断
ト
ツ
ー
位
で

「日
本
」
と

な
っ
て
い
る
。

そ
の
時
に
備
え
、
観
光
立
町
で

あ
る
当
町
は
誘
客
資
源
で
あ
る
数

多
く
の

「文
化
施
設
」
の
維
持
保

全
管
理
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
平
成
２９
年
度
か

ら
３‐
年
度
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

修
繕
費
等
４
０
０
０
万
円
の
費
用

も
投
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

毎
年
係
る
費
用
の
軽
減
を
果
た

す
た
め
に
は
、
自
主
財
源
で
あ
る

入
館
料
を
増
や
す
方
法
を
工
夫
し

）
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）

コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
で
、

当
町
の
形
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
る
予
感
が
す
る
。

そ
の

一
つ
が
都
会
か
ら
地
方
回

帰
と
い
う
流
れ
だ
。

と
こ
ろ
で
、
当
町
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
等
が
―
タ
ー
ン
で

す
で
に
実
績
を
出
し
始
め
て
い

る
。一

方
、
当
町
を
ふ
る
さ
と
に
す

る
若
者
や
退
職
し
た
人
た
ち
が
コ

ロ
ナ
の
中
で
行
き
場
を
探
し
て
い

る
姿
が
あ
る
の
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
を

促
し
、
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し

て
も
ら
い
た
い
。

①
　
県
や
国
の
情
報

⌒補
助
金
や

給
付
金
）
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
。

②
　
す
で
に
親
元
が
な
い
人
に
空

き
家

（１３

２
％
）
の
整
備
と
提
供
。

③
　
奨
励
金
を
出
す
。

首
都
圏
で
は
在
宅
で
の
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
が
進
み
、

こ
れ
ま
で
の
働
き
方
、
暮
ら
し
方

を
見
つ
め
な
お
す
人
が
増
え
て
き

て
い
る
。

内
閣
府
が
行
っ
た
調
査
で
は
、

東
京
Ｘ
区
内
の
２０
代
の
３
割
強

が
、
地
方
へ
の
移
住
の
関
心
が
高

ま
っ
た
と
答
え
て
い
る
。

当
町
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
２‐
人
で
、
定
住
や
町
づ
く

り
に
関
し
て

〓
疋
の
成
果
を
出
し

て
き
て
い
る
。

①
　
∪
タ
ー
ン
を
促
し
、
支
援
す

る
体
制
と
し
て
、
都
会
地
に
お
い

て
島
根
定
住
財
団
が
開
催
す
る

「し
ま
ね

∪

―
タ
ー
ン
フ
エ
ア
」

に
参
加
し
、
希
望
者
の
相
談
に
応

じ
て
き
た
。

今
年
度
は
、
ウ
エ
フ
促
進
移
住

イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
、

そ
れ
に
向
け
て
動
き
た
い
。

ま
た
、
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

主
に
県
や
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団
の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
京
圏
か
ら
条
件
を
満

た
し
て
移
住
す
る
人
に
対
し
て
最

大
「
Ｏ
Ｏ
万
円
を
支
援
す
る

「わ

く
わ
く
島
根
生
活
実
現
支
援
事

業
」
な
ど
は
、
す
で
に
町
で
も
予

算
化
し
、
利
用
で
き
る
状
況
と
し

て
い
る
。

②
　
兜
工
き
家
の
整
備
と
提
供
は
、

今
年
度
新
た
に
創
設
し
た

「空
き

家
再
生
事
業
」
が
あ
り
、
す
で
に

２
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
改
修

後
は
空
き
家
情
報
、ハ
ン
ク
登
録
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他

「空
き
家
の
片
づ
け
を

行
う
際
の
助
成
金
」
な
ど
を
準
備

し
て
い
る
。

③
　
∪
　
―
タ
ー
ン
の
若
者
に
は

既
存
の
も
の
と
し
て
単
身
、
世
帯

主
に
５
万
円
、
配
偶
者
や
家
族
に

２
万
千
円
を
交
付
し
て
い
る
。

ロ

ワ
輝

針

師

『
―

町
長
　
津
和
野
に
い
る
と
き
の
ほ

う
が
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
必
要

性
を
実
感
す
る
。

回
す制肝口紺
協
望

接
情
報
を
届
け
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
　
津
高
同
窓
会
や
ふ
る
さ
と

会
と
協
力
し
て
行
い
た
い
。

Ｑ
本
部
保
育
園
の
改
修
の
条
件
は

□
新鋪
蝉
螺
縫

時
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
調
理
室
は
作

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
条
件
が
整
え
ば
そ
の
際

改
修
す
る
と
の
こ
と
だ
が
。

①
　
そ
の
時
の
費
用
は
ど
こ
が
持

つ
の
か
。

②

園
児
が
何
人
に
な
っ
た
時

か
。
ま
た
そ
れ
は
、
い
つ
の
時
点

で
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
か
。

③
　
「清
流
会
の
経
営
が
好
転
し

た
と
き
」
と
前
回
の
町
長
答
弁
に

あ
っ
た
が
、
決
算
で
黒
字
に
な
っ

た
時
か
。①

　
改
修
の
費
用
は
町
が

負
担
す
る
。

②
　
あ
る
時
点
で
Ю
人
以
上
に

な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
直
ち
に

県
認
定
保
育
園
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
、
そ
の
状
態
が
お
お
む
ね
「

年
以
上
続
い
た
場
合
に
、
適
用
さ

れ
る
も
の
と
思
う
。

③
　
決
算
書
が
黒
字
に
な
り
経
営

が
好
転
し
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま

□

れ

発

聟

謂

躙

も
か
け
て
食
事
を
運
ぶ
保
育
園

に
、
私
な
ら
子
供
を
預
け
ま
せ
ん
」

と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

町
長
　
保
育
園
の
食
事
で
も
２
時

間
以
内
に
運
ば
れ
る
な
ら
違
法
で

は
な
い
。

｝ぶ
闊
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□
鰐
喝
鋪
「
経

画
の
進
捗
状
況
は
。

計
画
策
定
の
基
礎
資
料
に

す
る
た
め
、
高
齢
者
の
生
活
実
態

や
地
域
生
活
の
課
題
等
に
つ
い
て
、

介
護
予
防
　
日
常
生
活
圏
域
二
―

ズ
調
査

（在
宅
で
の
生
活
、
疾
病
、

移
動
な
ど
の
状
況
調
査
）
と
在
宅

介
護
実
態
調
査

（介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
高
齢
者
の
在
宅
生
活

の
継
続
や
そ
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
介
護
離
職
の
状
況
調

査
）
を
実
施
し
た
。

現
段
階
は
、
単
純
集
計
が
終
了

し
、
内
容
の
精
査
、
課
題
の
抽
出
、

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

第
８
期
計
画
に
反
映
し
た
い
。

□

黎

譴

師

誕

凶

０
「
８

（平
成
３０
）
年
度
と
比
較

し
た
つ

⌒平
成
３‐
）
年
度
実
績
は
。

に
ち
は
ら
福
社
会
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
星
の
里
の
入
所
稼

働
率
は
、
Ｒ

６
％
、
対
前
年
度

比
０
　
６
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
、
短
期

入
所
生
活
介
護
の
利
用
率
は
８３

２
％
、
対
前
年
度
比
５

３
ポ
イ

ン
ト
の
増
加
、
通
所
介
護
の
利
用

率
は
、

６８

３
％
、
対
前
年
度
比
９

４
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
だ
っ
た
。

つ
わ
の
福
社
会
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
ンヽ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
つ
わ
の

）

の
入
所
稼
働
率
は
、
Ｘ
　
”
％
、

対
前
年
度
比
「
　
６７
ポ
イ
ン
ト
の

減
少
、
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利

用
率
は
釧
　
４４
％
ヽ
対
前
年
度

比
５
　
４４
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
、
通

所
介
護
の
利
用
率
は
、
石

∞
％
、

対
前
年
度
比
「
　
“
ポ
イ
ン
ト
の

減
少
だ
っ
た
。

ｍ
Ш
一　

せ
断
薙
蛯
は
研
雌
獅
岨

率
は
。

制
度
改
正
で
、
要
介
護
３

以
上
が
、
特
養
へ
入
所
し
て
い
る

中
で
、
６
月
審
査
分
で
２０
人
が
近

隣
の
阿
東
園
と
な
っ
て
い
る
。

「せ
せ
ら
ぎ
」
の
現
段
階
の
稼

働
率
は
、
約
“
％
で
、
∞
％
以
上

を
目
指
し
て
努
力
を
し
て
い
る
。

□

協
調
蓼

踪

珊

及
び
自
立
支
援
給
付
費
収
入
の
１９

（平
成
３‐
）
年
度
実
績
と
居
宅
介

護
支
援
事
業
介
護
請
求
の
利
用
者

数
の
１８

（平
成
３０
）
年
度
対
比
は
。

‐９

（平
成
３‐
）
年
度
の
介

護
事
業
に
お
け
る
収
益
は
、
「
億

６
２
５
５
万
２
千
円
、
対
前
年
度

比
は
２
「
２
万
６
千
円
の
減
収
、

純
利
益
は
３
７
「
０
万
２
千
円

で
、
対
前
年
度
比
は
２
３
「
万
８

千
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。

訪
間
介
護
事
業
の
相

（平
成

３‐
）
年
度
の
べ
利
用
者
数
は
、
日
原

訪
問
介
護
事
業
所
が
９
７
０
人
で
、

対
前
年
度
６３
人
増
加
し
て
い
る
。

津
和
野
訪
問
介
護
事
業
所
は
、

９
１
６
人
で
、
対
前
年
度
４‐
人
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。

□

始
鰈

攀

鍵

粍

印

り
‐
フ
」
は
２２
年
が
経
過
し
て
い
る
。

経
年
に
よ
る
施
設
整
備
に
対
す

る
財
政
支
援
の
検
討
は
。

町
長
　
一弟
８
期
計
画
策
定
の
た
め

の
事
業
所
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
は
、

高
額
な
費
用
が
必
要
な
車
椅
子
や

ベ
ッ
ド
、
車
両
と
い
っ
た
備
品
関
係

の
更
新
時
期
が
来
て
い
る
の
で
、

町
へ
の
補
助
を
要
望
す
る
意
見
が

出
さ
れ
た
。

現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上

で
、
支
援
が
可
能
か
ど
う
か
を
、

今
後
検
討
す
る
。

ｍ
Ш
　

の
な
卸
剃
抄
凱
偏
輪
巌

人
口
、
す
な
わ
ち
福
祉
介
護
従

事
者
の
減
少
を
招
く
。

数
年
来
、
人
材
確
保
の
困
難
さ

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
２‐

（令
和
３
）
年
に
は
、
六
日
市
医
療

技
術
専
門
学
校
が
閉
校
に
な
る
。

有
資
格
者
や
事
業
所
内
で
の
資

格
者
養
成
に
、
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
同
校
の
閉
校
は
、
近

隣
医
療
介
護
関
連
施
設
に
、
多

大
な
影
響
が
予
測
さ
れ
る
。

）

町
内
福
祉
介
護
関
連
施
設
の

一

本
化
に
向
け
て
の
状
況
は
。

昨
年
１２
月
の
議
会
定
例
会

で
の
文
教
民
生
常
任
委
員
会
所
管

事
務
調
査
報
告
に
お
い
て
、
行
政

主
導
に
よ
り
検
討
を
進
め
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
た
。

先
般
実
施
し
た
第
８
期
計
画
策

定
の
た
め
の
事
業
所
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
は
、
介
護
人
材
が
不
足
し
て
い

る
上
で
の
離
職
も
多
く
、
今
後
は

法
人
の
在
り
方
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
意
見
や
８
月
に

実
施
し
た

「津
和
野
町
保
健
、
福

祉
及
び
医
療
対
策
審
議
会
」
で
は
、

町
内
介
護
事
業
所
の
統
合
の
必
要

性
に
つ
い
て
計
画
に
盛
り
込
む
こ

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ｍ
Ш

与
繹
鮮

噺
騎

餃
は
陽
嚇

間
を
費
や
す
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

人
事
交
流
等
も
含
め
て
介
護

人
材
が
不
足
す
る
中
で
、
現
段
階
の
給

与
は
維
持
し
つ
つ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
慎
重
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

今
後
は
、
検
討
会
議
を
設
定
し
た
う

え
で
事
業
統
合
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

方
式
が
望
ま
し
い
の
か
協
議
し
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
と
感
染
症
対
策
物

奮
一の
備
蓄
に
つ
い
て

つわの議会だより No.60
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をするべきではないか
A次期対策として検討する

）

２
０
１
２

（平
成
２４

年
）
度
か
ら
町
内
１２
地

区
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た

「ま
ち

づ
く
り
」
は
、
今
年
度
で
３
期
目

が
終
わ
る
。

第
２
期
津
和
野
町
総
合
戦
略
、

「地
域
と
連
携
し
、
住
み
よ
い
ま

ち
を
つ
く
る
」
項
目
で
、

‐２
地
区

ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
、
ま

だ
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と

し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

計
画
と
予
算
は

一
体
な
も
の
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
基
本
で
は

な
か
っ
た
か
。

‐２
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

へ
運
営
員
補
助
と
地
域
提
案
型
助

成
事
業
と
し
て
始
め
た
。

３
期
目
の
１８

（平
成
３０
）
年
度

か
ら
は
、
事
業
評
価
結
果
を
踏
ま

え
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
交
付
金
を

減
額
し
た
。

新
た
に
、
組
織
づ
く
り
を
重
点

的
に
取
り
組
む
事
業
に
対
す
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
総

額
２
０
０
万
円
の
特
別
枠
を
設
け

て
支
援
し
て
い
る
。

ｍ
Ｗ

付
釧
ぉ
虐
は
制
釧
硼
腋

く
り
事
業
助
成
金
は
、
費
用
対

効
果
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
も
止
む

無
し
と
考
え
る
が
。

町
長
　
３
期
目
の
区
切
と
し
て
、

事
業
評
価
シ
ー
ト
の
結
果
や
未
来

づ
く
り
協
働
会
議
で
の
意
見
を
も

と
に
検
討
し
て
い
く
。

□

れ

鐸

蠅

調

陣

な
計
画
目
標
値
が
無
く
、
予
算

配
分
が
画

一
的
に
な
ら
き
る
を
得

な
い
の
で
は
な
い
か
。

次
年
度
以
降
、
３
か
年
で
取
り

組
む
事
業
と
予
算
、
さ
ら
に
目
標

数
値
を
も
っ
た
計
画
に
対
し
て
財

政
支
援
を
す
る
こ
と
に
し
て
は
ど

う
か
。

町
長
　
計
画
目
標
値
を
も
つ
」と

は
必
要
と
考
え
る
。
次
期
対
策
に

於
い
て
検
討
す
る
。

■t,き ,itヽ し

板垣 敬司 議員

Ｑ
道
路

・
河
川

・
治
山
愛
護
回
は

ｍ
ｗ

け
¨
脚
凛
贅
博
敷
設
嚇

活
動
が
、
高
齢
化
等
で
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

作
業
受
委
託
の
実
態
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ

道
路

・
河
川
は
委
託
済
み
、
治
山
は
実
績
な
し

ま
た
、
除
雪
作
業
の
意
向
調
査

は
い
か
が
か
。

町
長
　
町
道
は
総
延
長
２
３
３

６
師
の
内
、

９７
％
ヽ
河
川
は
４５

「
師
の
内
、

８６
　
７
％
が
愛
護
団

と
な
っ
て
い
る
。
除
雪
作
業
で
は
、

）

２３
人
の
方
と
受
委
託
契
約
を
結
ん

で
い
る
。

里
道
　
水
路
等
町
有
財
産
の
維

持
管
理
に
関
す
る
契
約
で
は
６
団

体
。治

山
ア
ド
プ
ト
制
度

（島
根
県

と
町
が
支
援
し
て
、
治
山
施
設
と

地
す
べ
り
防
止
施
設
等
を
清
掃

巡
視
　
点
検
等
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
て
、
防
災
意
識
の
向

上
や
警
戒
避
難
体
制
の
充
実
を
図

る
事
業
）
の
実
績
は
な
い
。

愛
護
団
会
議
等
を
通
じ
て
周
知

に
努
め
た
い
。

Ｑ
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
は

Ａ

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

ぺ
―
パ
ー
レ
ス
化
を
積
　
町
長
　
本
庁
舎
の
改
修
に
併
せ

極
的
に
進
め
る
べ
き
と
考
　
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
の
環
境
整

え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
を
整
え
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
次

年
度
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

Ｑ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
は

Ａ

２
０
２
１

（令
和
３
）
年
３
月
完
成

□
梅
襦
響
藤踊

□
亀
葬
嫡
要
几

の
よ
う
な
進
捗
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
　
△
フ
年
６
月
に
建
設
予
定
地

の
旧
日
原
興
産
跡
地
の
地
権
者
と

の
間
で
土
地
奮
醤
（借
契
約
を
締

結
。７

月
に
敷
地
整
備
工
事
を
終

了
。１１

月
に
原
木
　
チ
ッ
プ
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
舗
装
工
事
と
チ
ッ
プ

ヤ
ー
ド
の
機
械
購
入
　
建
屋
の
建

設
工
事
等
の
入
札
を
行
い
、
２
０

２
「

（令
和
３
）
年
３
月
中
旬
を

完
成
予
定
と
し
て
い
る
。

ジ
ー
社
の
設
立
予
定
は
、
今
年
６

月
頃
と
し
て
い
た
。

そ
の
前
提
条
件
と
し
て
の
燃
料

供
給
は
整
っ
た
の
か
。

町
長
　
燃
料
供
給
計
画
で
は
、
６

千
ト
ン
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

素
材
生
産
業
者
４
千
ト
ン
、
高
津

川
森
林
組
合
「
千
ト
ン
、
自
伐
林

業
者
１
千
ト
ン
で
概
ね
合
意
し
て

い
る
。

と
く
に
自
伐
林
業
者
で
は
、
吉

賀
町
か
ら
の
供
給
希
望
も
あ
り
、

鋭
意
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

-7-

つわの議会だより No.60

町政 を聞 う



おかだ かつや

岡田 克也 議員

業の必要性や費用対効果を精査し、
全な財政基盤を堅持して行く

回

症
胆

膨

「
つノレ
誦

餃

び
に
町
の
経
済
の
大
幅
な
下
落
に

伴
い
、
来
年
度
以
降
の
税
収
や
地

方
交
付
税
の
大
幅
な
減
収
が
予
想

さ
れ
る
。

来
年
度
の
予
算
編
成
を
ど
う
考

え
る
か
。

町
長
　
地
方
税
の
徴
収
猶
予
に
対

応
す
る
猶
予
特
例
債
や
減
収
補
填

債
の
活
用
や
施
策
全
般
に
お
い

て
、
優
先
度
等
の
観
点
か
ら
再
検

討
し
て
事
業
の
取
捨
選
択
を
行

い
、
将
来
に
わ
た
り
健
全
な
財
政

基
盤
を
堅
持
し
て
行
く
。

□

拡
胡

じ

純

‰

蹂

よ
り
、
町
財
政
の
健
全
度
の
目
安

で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
の
動

向
、
並
び
に
７５
～
８０
％
未
満
が
妥

当
で
あ
る
と
さ
れ
る
実
質
経
常
比

率
は
ど
の
よ
う
に
デ
想
し
て
い
る

か
尋
ね
る
。

町
長
　
２
０
２
６

（令
和
６
）
年

度
に
お
い
て
実
質
公
債
費
比
率
が

‐２
　
７
％
、
経
常
収
支
比
率
が

９４
　
９
％
と
な
る
予
想
で
あ
る
。

地
方
税
の
減
収
分
は
実
質
公
債

費
比
率
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い

と
考
え
る
。

経
常
歳
入
が
減
収
す
る
こ
と
か

ら
経
常
収
支
比
率
の
悪
化
が
見
込

ま
れ
る
。

経
常
収
支
比
率
が
％
％
以
上
に

な
れ
ば
県
の
指
導
対
象
と
な
る
。

経
常
的
な
歳
出
削
減
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

□

‰

師
、
桑

鰐

酬

ス
ガ
ス
化
発
電
事
業
や
木
部

・
日

原
保
育
園
の
建
替
え
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
築
等
、
億
単
位
の
大
型

公
共
事
業
が
続
く
。

財
政
の
急
激
な
悪
化
を
防
ぐ
た

め
、
事
業
規
模
の
縮
小
や
実
施
時

期
の
延
期
等
も
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。今

後
は
地
方
財
政
対
策

等
の
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

健
全
な
財
政
基
盤
を
堅
持
し
て

い
く
た
め
に
、
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
公
共
事
業
の
事
業
規
模
の
縮

小
や
実
施
時
期
の
延
期
等
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ

コ
ロ
ナ
禍
で
の
収
入
減
少
事
業
者
等
へ
の

納
付
延
期
等
は

Ａ

税
の
徴
収
猶
予
や
固
定
資
産
税
の
納
付
期
間
延
長
制
度
等
が
あ
る

回
収翻
岬下田丁酬
翅

対鼓
鍔
酵
牌
夢
墓

税
務
住
民
課
職
員
の
業
務
精
励
に
　
の
分
割
納
税
や
猶
予
の
相
談
や
制

）

度
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

町
長
　
事
業
等
収
入
が
本
年
２
月

以
降
に
前
年
同
月
比
で
２
割
以
上

減
少
し
、　
一
時
に
納
税
を
行
う
こ

と
が
困
難
で
あ
る
方
に
限
り
、
「

年
間
の
納
税
猶
予
が
で
き
る
。

Ｑ

町
宮

保

育

園

の
民

営

化

に
よ

る

歳

出

削

減

効

果

は

Ａ

本
部

・
直
地

，
日
原
保
育
園
民
営
化
に
よ
り

大
幅
な
歳
出
減
と
な
っ
た

□

舞

暉

録

師

版
前
巽

算

郵

直
地

・
日
原
保
育
園
民
営
化
の
歳

　
千
５
百
～
４
千
万
円
削
減
と
な
っ

出
削
減
効
果
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

町
長

本
部

直
地
保
育
園
民

町
独
自
の
対
策
は
、
中
小
企
業

等
が
本
年
３
　
４
　
５
月
の
い
ず

れ
か
前
年
比
２
割
以
上
減
収
の
場

合
は
、
固
定
資
産
税
納
付
を
２
か

月
延
長
で
き
る
。

光
関
連
事
業
者
を
守
る
た
め
に
、
感
染
防
止

対
策
を
講
じ
て
県
外
観
光
客
の
誘
致
を
進
め

る
べ
き
で
は
。

町
独
自
の
農
業
従
事
者
へ
の
支
援

策
を
ま
と
め
、
県
も
タ
ラ
の
芽
と
わ
さ
び
を

推
奨
作
物
と
す
る
こ
と
が
内
定
し
た
。

補
助
制
度
を
活
用
し
て
の
ハ́
ス
∞
台
の
観
光

客
誘
致
を
行
い
、
個
人
客
に
は
ガ
ソ
リ
ン
の
補

助
も
行
い
、
観
光
関
連
事
業
者
を
支
援
し
た
い
。

Ｑ
補
助
金
支
出
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か

Ａ

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
査
定
を
行
う

現
在
支
出
し
て
い
る

補
助
金
に
つ
い
て
、
支
給

対
象
団
体
の
内
容

・
状
況
に
応
じ

て
支
給
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
支
給
対
象
団
体
の
内
容
を

精
査
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
補
助
金

を
査
定
す
る
。

Ｑ

定
住
に
よ
る
地
方
交
付
税

日
税
収
等
の
増
加
対
策
を

Ａ

農
業
支
援

・
観
光
客
増
加
対
策
を
講
じ
る

１
人
が
定
住
す
れ
ば
年
間
約

４。
万
円
の
地
方
交
付
税
が
あ
り
、

税
収
、
町
内
消
費
効
果
も
あ
り
、
大
き
な
歳

入
と
な
る
。

新
規
就
農
で
定
住
さ
れ
た
方
々
の
経
営
が

逼
迫
し
て
、
県
外
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
例
も
あ
る
。

ま
た
、
広
島
県
や
山
口
県
等
が
県
外
観
光

客
誘
致
に
積
極
的
に
動
い
て
い
る
中
で
、
観

）
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関する 漏IJ 中傷対策を
A継続的に情報発信を行う

ヽ
一差

）

全

国

で
は
、
感

染

者

や
家

族
、
ク

ラ
ス
タ

ー

が
発
生
し
た
団
体
が
、
差
別
さ
れ

た
り
中
傷
さ
れ
た
り
す
る
事
態
が

起
き
て
い
る
。

感
染
し
た
人
や
症
状
の
あ
る
人

を
責
め
る
の
で
は
な
く
励
ま
し
、

温
か
く
迎
え
る
こ
と
、
誤
っ
た
認

識
や
不
確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ

ず
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
行

動
で
き
る
よ
う
促
す
こ
と
が
大
切

だ
と
呼
び
か
け
た
。

津
和
野
町
で
も
感
染
者
が
出
た

場
合
に
備
え
て
、
今
か
ら
対
策
を

請
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

「広
報
つ
わ
の
」
で
啓

発
記
事
を
掲
載
し
た
。

ケ
ー
ブ
を
ア
レ
ビ
で
、
町
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
お
願
い
～
人
権
へ
の
配

慮
と
い
じ
め
の
防
止
に
つ
い
て
～
」

小
中
学
校
長
あ
て
に
配
布
、
県
教

育
委
員
会
制
作
の
チ
ラ
シ
を
保
護

者
に
配
布
し
た
。

社
会
教
育
で
は
、
独
自
に
編
集

し
た
人
権
教
育
の
推
進
啓
発
資
料

を
各
公
民
館
に
配
布
し
た
。

地
域
の
学
び
の
拠
点
で
あ
る
公

民
館
か
ら
積
極
的
な
啓
発
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

今
後
も
広
報
等
を
通
じ
て
継
続

的
に
情
報
発
信
を
行
う
。

□

加
洲
討

％

躍

組

こ
と
も
必
要
だ
。

西
東
京
市
で
は
小
中
学
校
の
教

諭
を
対
象
に
授
業
で
使
え
る
新
型

コ
ロ
ナ
と
の
付
き
合
い
方
を
学
ぶ

講
座
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長
　
チ
一マ
ン
を
手
渡
す
と
き

先
生
方
が
直
接
言
葉
で
伝
え
て
い

る
は
ず
。

子
ど
も
た
ち
は
直
接
声
を
聞
い

て
い
る
。

今
後
、
万
が

一
町
内
で
発
生
し

た
場
合
さ
ら
に
注
意
を
向
け
て
い

き
た
い
。

ｍ
Ш
　

全
酬
剣
雌
榊
喘
制
備
凱

れ
た
か
。

教
育
長
　
辞
退
な
ど
さ
れ
た
２
世

帯
を
除
き
９
９
　
９
％
に
給
付
さ

れ
た
。

）

地
域
が
浸
水
し
や
す
く
ど
の
地
域

が
浸
水
し
に
く
い
か

一
日
で
わ
か

る
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
図
の
作
成
は
、

町
の

一
部
地
域
に
限
ら
れ
て
お
り

作
成
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
住
民

は
不
安
を
持
っ
て
い
る
。

作
成
が
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も

作
成
を
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図

は
水
防
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た

河
川
で
示
さ
れ
て
い
る
。

町
内
の
高
津
川
に
は
洪
水
浸
水

想
定
区
域
図
が
存
在
し
な
い
。

国
や
県
に
対
し
て
働
き
か
け
を

し
て
い
く
。

てら と まさ こ

寺戸 昌子 議員

Ｑ

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
の
範
囲
拡
大
を
働
き
か
け
る
べ
き

Ａ

国
や
県
に
対
し
て
働
き
か
け
を
し
て
い
く

町
民
に
配
ら
れ
た
。

分
か
り
よ
い
も
の
だ
っ
た
。
特

に
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
は
ど
の

回

し
却郭
畷鰤
耐

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ

Ｑ

ジ
エ
ン
グ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
積
極
的
役
割

を
果
た
す
べ
き

Ａ

実
現
に
向
け
取
り
組
む

回

ら
膵
鞣
森
迪

文
化
的
に
作
ら
れ
て
き
た
性
差
の
こ
と
を
指
し
、

男
女
の
社
会
的

・
文
化
的
役
割
の
違
い
や
男
女

間
の
関
係
性
を
示
す
。

私
た
ち
は

「女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
」
な
ど

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
生
ま
れ
育
つ
過
程
で
取
得

し
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
問
題
は
、
社
会
的

・
文
化

的
に
作
ら
れ
た
性
差
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「男
性
だ
か
ら
」
「女
性
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、

不
平
等
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
一人
ひ
と
り
が

「周
り
の
人
に
ジ
エ
ン
ダ
ー
を
押
し
つ
け
て
し
ま
わ

な
い
か
」
と
考
え
る
姿
勢
を
も
っ
て
解
決
さ
れ
て

い
く
。

こ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
個
人
の
尊
厳
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会

を
実
現
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「あ
す
て
ら

す
」
が
、
「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
女
性
へ
の
影

響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
報
告
で
は
、
『こ
れ
ま
で
も
問
題
と
さ
れ

つ
つ
な
か
な
か
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
が
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
は
っ
き

り
示
さ
れ
、
無
視
で
き
な
い
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
』
『県
や
市
町
村
な
ど
の

自
治
体
に
は
、
現
実
に
女
性
た
ち
の
苦
境
を
救

２ヽ
」と
の
で
き
る
柔
軟
な
支
援
や
対
応
を
迅
速

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
』
と
述
べ
て

い
る
。

津
和
野
町
の
施
策
に
お
い
て
も
積
極
的
役
割

を
果
た
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。

２
０
「
８

（平
成
∞
）
年
度
に
実
施
し
た

「津

和
野
町
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、

男
女
の
地
位
の
平
等
に
つ
い
て

「社
会
通
念

習
慣
　
し
き
た
り
な
ど
」
の
分
野
で
は
、
∞
％

の
人
が
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
回
答

し
て
い
る
。

男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
施
策
を
推
進

し
て
い
く
。
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1援策を検討する
併せて財源確保に努める

くさ だ きちまる

草田 吉丸 議員

ロ
イ鮪
磐
盤
「夢

と
財
源
内
訳
は

町
長
　
左
表
の
と
お
り

業
績
悪
化
緩
和
運
転

資
金
補
助
事
業
は
、
津

和
野
町
が
全
国
に
先
駆
け
て
取
り

組
ん
だ
事
業
で
、
事
業
所
か
ら
も

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。

本
年
３
月
期
か
ら
９
月
期
ま
で

が
事
業
対
象
期
間
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
利
用
状
況
と
、
延
長
の

考
え
方
は
。

８
月
末
ま
で
の
申
請
受
付

分
は
、
「
９
９
件
、
補
助
額
は
２

９
２
「
万
５
千
円
の
支
払
い
を
済

ま
せ
て
い
る
。

３
期
分

（３
回
分
）
の
申
請
を

済
ま
せ
た
事
業
所
は
８
社
と
な
っ

て
い
る
。

１０
月
以
降
の
業
績
悪
化
も
想
定

さ
れ
る
の
で
、
今
回
の
制
度
を
引

き
続
き
行
う
こ
と
も
選
択
肢
の

一

）

□

』

醜

舞

一
燃
糾

策
を
多
く
の
分
野
に
お
い
て
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

当
初
は

一
般
財
源
で
の
対

応
を
考
え
て
い
た
が
、
国
の
臨
時

交
付
金
が
充
て
ら
れ
た
た
め

一
般

財
源
は
使
わ
ず
に
出
来
て
い
る
。

臨
時
交
付
金
も
全
額
使
わ
ず
に

残
し
て
き
た
が
、

１０
月
以
降
も
厳

し
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

経
済
対
策
を
中
心
に
今
年
度
使
い

切
っ
て
し
ま
い
た
い
。

今
後
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
検
証
し
、
喜
ん
で
も

ら
え
る
対
策
を
事
業
者
の
意
見
も

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
来
年

度
も
臨
時
交
付
金
を
手
当
て
し
て

も
ら
え
る
よ
う
要
望
活
動
を
し
て

財
源
確
保
に
努
め
た
い
。

ｍ
Ш
　

付
螺
麟
膵
繊
肛
面
訓
腋

な
い
場
合
は
、
基
金
取
り
崩
し
を

し
て
で
も
対
応
す
べ
き
と
考
え
る

が
町
長
の
考
え
は
。

交
付
金
だ
け
で
は
不
足
す

る
場
合
は
、
経
済
状
況
を
見
な
が

ら
町
財
政
を
多
少
無
理
し
て
で
も

経
済
対
策
や
家
庭
対
策
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ

バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
の
進
捗
状
況
は

Ａ

今
年
度
付
帯
施
設
整
備

，
３
年
度
発
電
所
本
体
建
設

４
年
度
稼
働
の
予
定

バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発

電
の
進
捗
状
況
は

町
長
　
〈
フ
年
度
は
、
発
電
所
の
付

帯
施
設
と
な
る
原
木

チ
ッ
プ
ヤ
ー

ド
の
敷
地
整
備
、
機
械
購
入
設
置
、

２
０
２
「

⌒令
和
３
）
年
度
に

は
発
電
所
本
体
の
建
設
を
フ
ォ
レ

ス
ト
エ
ナ
ジ
ー
い
が
行
う
計
画
で
、

２２

⌒令
和
４
）
年
度
か
ら
発
電
所

を
稼
働
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

ｍ
Ｗ

は
「
原
製
材
所
の
現
状

町
長
　
〈
フ
年
度
に
な
り
、
高
津
川

森
林
組
合
か
ら
日
原
製
材
所
の
経

営
状
態
が
、
こ

」数
年
赤
字
続
き

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
製
材
所
を

撤
退
し
、
流
域
の
他
事
業
体
へ
の

事
業
譲
渡
す
る
旨
の
説
明
を
受
け

た
。諸

手
続
を
済
ま
せ
、
施
設
設

備
を
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
業
が
継
承
さ
れ
る
予
定
と

聞
い
て
い
る
。

建

屋
建

設

等

に

つ
い
て
、

町

が

国

庫

補

助

金

事

業

を

活

用

し

て

行

つヽ
。

コロナウイルス
摯劇■陛 J■[■■日

『
三 IIE羨遍劉●I= ヨ

=

国庫補助金 7億 6674万円

県補助金 2572万円

感染症対応地方

創生臨時交付金
2イ意6957万円

その他 50万円

一般財源 2万円

(千円以下切り捨て)

Ｑ
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
の
状
況
と
予
防
対
策
は

Ａ

山
間
部
で
発
生

・
一
斉
清
掃
や
看
板
設
置
で
対
応

以
前
よ
り
不
法
投
棄

や
ポ
イ
捨
て
は
減
少
傾

向
に
は
あ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

町
長
　
不
法
投
棄
、
ポ
イ
捨
て
共

に
減
少
傾
向
に
は
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

□

れ

歩

だ
動
脱

憂

た
め
に
も
、
津
和
野
町
ら
し
い
看

板
を
つ
く
っ
て
見
て
は
い
か
が
か
。

）

町
長
　
看
板
に
つ
い
て
は
現
在
、

市
販
の
看
板
を
設
置
し
て
い
る

が
、
今
後
は
津
和
野
町
ら
し
い
工

夫
の
あ
る
看
板
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

つわの議会だより No.60
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A用悪水路の取得のため

||′,■ 三Ⅲ■,(

後山 幸次 議員

Ｑ

町
表
彰
条
例
は

Ａ

検
討
を
深
め
る

城
山
整
備
事
業
の
記

念
碑
建
立
の
説
明
で
は
、

本
人
の
承
認
を
得
て
、
名
誉
町
民

と
し
て
の
表
彰
記
念
碑
の
建
立
を

庁
議
に
諮
問
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
。

町
長
　
庁
議
で
は
、
名
誉
町
民
賞

る
必
要
が
あ
る
。

町
で
購
入
、
所
有
権
移
転
登
記

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
た

が
、
登
記
名
義
人
は
亡
く
な
ら
れ

て
お
り
、
推
定
相
続
人
が
４
人
お

ら
れ
、
孫
の
代
に
ま
で
渡
っ
て
い

る
た
め
、
対
象
土
地
の
売
買
に
関

し
て
了
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

用
悪
水
路
取
得
後
に
、
工
事
に

取
り
掛
か
り
た
い
。

Ｑ

眼
科
医
院
の
開
院
に
対
す
る
町
の
見
解
と
今
後
の
対
策
は

Ａ

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
策
を
検
討
す
る

閉
院
に
対
す
る
町
の

見
解
と
今
後
の
対
策
は
。

町
長
　
院
長
先
生
の
地
域
医
療
、

医
師
活
動
に
対
す
る
貢
献
は
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
永
年
の

ご
貢
献
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
と

敬
意
を
表
す
る
。

７
月
９
日
に
来
庁
さ
れ
、
個
人

的
な
理
由
に
よ
り
閉
院
さ
れ
る
と

の
ご
報
告
を
受
け
た
。

ま
た
、
職
員
や
そ
の
他
関
係
者

へ
の
問
い
合
わ
せ
等
を

一
切
遠
慮

し
て
頂
き
た
い
旨
の
お
願
い
を
受

け
て
い
る
。

眼
科
の
継
続
は
。

町
長
　
津
和
野
共
存
病
院
は
、
２

０
１
７

（平
成
２９
）
年
度
か
ら
の

「施
設
の
集
中
と
効
率
化
」
に
伴

い
施
設
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、

）

２
階
が
病
院
入
院
棟
、
３
階
が
介

護
老
人
保
健
施
設
と
な
っ
た
。

ま
た
、
非
常
勤
科
を
見
直
し
て

生
じ
た
空
室
も
、
地
域
包
括
ケ
ア

推
進
の
た
め
の
遠
隔
に
よ
る
健
康

相
談
等
多
目
的
に
活
用
し
て
お

り
、
新
た
な
非
常
勤
科
を
設
置

す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
状
況
で
あ

Ｚつ
。加

え
て
、
新
た
な
眼
科
機
器
を

導
入
す
る
た
め
の
財
政
的
余
裕

や
、
専
門
知
識
　
技
術
を
持
つ
看

護
師
　
技
師
の
確
保
な
ど
人
的
余

裕
も
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は

町
主
導
で
の
医
師
招
聘
や
津
和
野

共
存
病
院
内
で
の
眼
科
外
来
の
設

置
は
非
常
に
厳
し
い
。

な
お
、

１０
月
「
日
よ
り
益
田
赤

十
字
病
院
の
眼
科
が
常
勤
と
な

り
、
毎
週
金
曜
日
に
は
、
六
日
市

病
院
へ
派
遣
さ
れ
る
予
定
で
、
新

た
に
眼
科
診
療
や
手
術
が
必
要
な

場
合
は
、
両
病
院
で
診
療
が
可
能
。

町
と
し
て
は
、
診
療
が
継
続
で

き
る
よ
う
圏
域
の
病
診
連
携
を
更

に
推
進
す
る
。

）

バ
ス
停
建
設
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

町
長

建
設
予
定
地
は
、
用
地

買
収
後
、
２
０
「
９

人
「
和
元
）

年
１０
月
１６
日
に
所
有
権
移
転
登

記
を
完
了
し
て
い
る
。

安
全
に
バ
ス
の
乗
降
を
す
る
た

め
、
県
道
と
の
間
に
あ
る
用
悪
水

路
の
取
得
を
行
い
、
耐
久
力
の
あ

る
蓋
を
か
け
、
進
入
路
を
確
保
す

を
贈
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
２
恵

見
だ
っ
た
。

特
別
功
労
表
彰
者
と
し
て
、
名

誉
町
民
章
を
贈
る
こ
と
は
、
新
町

発
足
以
来
初
め
て
の
事
例
に
な
る

の
で
、
更
に
検
討
を
深
め
る
。

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
は

Ａ

事
業
継
続
へ
の
意
欲
を
高
め
て
頂
く
こ
と
が
目
的

□
業鶴神
裂
濶
眩

把
握
し
た
対
象
者

団
体
は
、
農
業

者
で
約
「
経
営
体
、
林
業
者
で
は
約
Ю
経
営
体
。

申
請
条
件
は
、
対
象
者
は
前
年
売
上
が
、

「
○
○
万
円
を
超
え
る
事
業
者
、
ま
た
５
年

以
内
の
事
業
者
で
あ
る
。

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
給
付
金
は
「
件
あ

た
り
知
万
円
が
上
限
で
、
申
請
は
３
回
ま
で
。

ま
た
、
就
業
か
ら
「
年
以
内
の
事
業
者
等

は
、
売
上
の
前
年
同
月
比
の
比
較
が
で
き
な

い
の
で
、
当
町
に
定
住
し
就
業
し
た
と
い
う
こ

と
か
ら
今
後
の
事
業
推
進
を
支
援
す
る
た
め

に
、

「
回
限
り
で
Ю
万
円
を
給
付
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

現
在
、
要
綱
を
作
成
交
付
し
た
の
で
、
今

後
申
請
を
受
け
付
け
る
予
定
で
あ
る
。

ｍ
Ⅲ
〕
　

業
嗜
咋
課
¨
無
］
猪
数
と
支
援
事

ｍ
型
長

　
商
工
観
光
課
関
連
の
３
事
業
の
該

当
者
数
は
、
国
の
統
計
調
査

「経
済
セ
ン
サ
ス
」

“

⌒平
成
２８
）
年
調
査
に
よ
る
と
、
町
内
全

事
業
者
数
は
、
４
「
「
事
業
所
。

（イ
）
「業
績
悪
化
緩
和
運
転
資
金
補
助
金
」

は
、
８
月
末
ま
で
の
申
請
一受
付
分
が
「
「
９

件
、
補
助
額
は
、
２
千
９
２
「
万
５
千
円
。

（里

「商
業
サ
ー
ビ
ス
業
感
染
症
対
応
支
援

事
業
補
助
金
」
は
、
９
月
２
日
現
在
の
申
請

者
数
は
、
町
内
３９
事
業
者
か
ら
受
付
、
補
助

決
定
総
額
は
、

１
千
５
６
８
万
２
千
円
ｏ

（０

「コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
雇
用
維
持
支
援

事
業
補
助
金
」
は
、
９
月
ま
で
半
年
間
の
売

上
に
よ
る
比
較
の
た
め
、
実
際
の
申
請
受
付

は
、
Ю
月
か
ら
の
対
応
に
な
る
。
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□
‰
網
瀬けり
電

一
　

３
月
か
ら
大
き
く
落
ち
込

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

商
工
会
と
観
光
協
会
と
の
分
析

で
は
、
８
月
の
松
江
市
や
益
田
市

に
お
け
る
感
染
症
発
生
の
懸
念
等

も
あ
り
、
回
復
基
調
が
停
滞
し
た

の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

小
規
模
事
業
者
に
お
い
て
は
、

国
県
町
の
経
済
対
策
も
あ
り
、　
一

時
の
落
ち
込
み
を
乗
り
越
え
た
中

で
、
耐
え
忍
ん
で
お
ら
れ
る
状
況

が
伺
え
る
。

こ
れ
に
対
し
中
堅
企
業
等
に
お

い
て
は
、
先
行
き
の
見
え
な
い
不

安
感
か
ら
町
内
の
事
業
継
続
に
つ

い
て
の
危
機
感
を
訴
え
ら
れ
る
な

ど
深
刻
度
が
増
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

１０
月
か
ら
は
、
雇
用
保
険
に
加

入
し
て
い
る
従
業
員
数
に
応
じ
た

雇
用
継
続
維
持
支
援
事
業
の
給
付

を
開
始
す
る
。

Ｑ

建

設
予
定
施

設
に
流
域
材
の
活

用
を

Ａ

基
本
方
針
を
策
定
し
、
流
域
材
を
利
用
す
る
取
り
組
み

回

需
謳

鰤

勒

¨
鰐

工
場
は
稼
働
を
縮
小
し
、
材
木
の

市
場
価
格
は
低
迷
し
て
い
る
。

建
設
予
定
施
設
の
高
津
川
流
域

材
の
活
用
は
計
画
さ
れ
て
い
る

か
。

町
長
　
２
０
「
３

（平
成
２５
）
年

に

「津
和
野
町
木
材
の
利
用
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
と

「津
和

野
町
木
材
の
利
用
促
進
に
関
す
る

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
特
に
流

域
産
木
材
の
利
用
促
進
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

現
在
建
設
中
の
公
共
建
築
物
に

つ
い
て
は
、
流
域
木
材
を
利
用
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

A雇用継続維持支援事業の給付

|ヽ |〕 t  つよL

り‖田 剛 議員

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取
り
組
み
は
順
調
か

Ａ

８
月
ま
で
の
と
こ
ろ
で
前
年
の
３

・
５
倍
の
寄
付
額

ふ
る
さ
と
納
税
は
、

左
表
の
と
お
り
件
数
、

金
額
と
も
に
増
え
て
き
て
い
る
。

要
因
は
。

掲
載
す
る
ホ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
５
サ
イ
ト
ま
で
増
や
し
た
こ

と
と
、
返
礼
品
数
の
拡
大
を
図
っ

て
き
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

今
年
度
８
月
末
現
在
の
寄
付
額

は
２
「
７
６
万
５
手
円
で
前
年
同

時
期
に
比
べ
３
　
５
倍
で
あ
る
。

□

称

彎

邸

聟

‐ ７

夕
に
よ
る
と
、
当
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
額
は
２
０
３
８
万
円
。

費
用
「
「
４
６
万
円
。

そ
の
う
ち
返
礼
品
に
係
る
費
用

は
５
８
０
万
円
。

寄
付
額
が
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
海

士
町
で
は
、
寄
付
額
２
０
３
７
万

円
。
費
用
８
３
４
万
円
。

そ

の
う
ち
、
返

礼
品
に
係
る
費
用

は
７
４
５
万
円
。

こ
の

制

度

は
、

自
主
財
源
の
確
保

以
上
に
、
地
場
産

品
の
販
路
拡
大
や

広
告
宣
伝
の
意
味

合
い
が
大
い
に
あ

る
と
考
え
る
。

更
な
る
寄
付
額

の
増
額
に
向
け
て

研
究
さ
れ
た
い
。

町
長

他
自
治
体

の
動
向
を
み
な
が

ら
更
な
る
増
額
に

向
け
て
研
究
し
た

い
。

ふるさと納税寄付件数と寄付額

2008
(平成20)年度

6件 161万円

2013
(平成 25)年度

495イ牛 795万円

2018
(平成 30)年度

¬111イ牛 2592万円

2019
(平成31)年度

2061イ牛 4120万円

Rお礼0畠をきがす

113件

會 津和野釘の人気ランキング

隋機,AS認証】オーガニック西
条合わ●修3kg

15,000聘

莉
【レシピ付さ卜驚なく無駄Ж      【競培鱗欄■案栞化学撼斜不使
おいしく! 栄続 の高 |ヽ 華饉   ‐

簿職 腰志わの方が演目する「業

の干し野菜セ

10,000円

葉,illlgx3袋

8.000円

ふるさと納税のポータルサイトのひとつ「ふるさとチョイス」

(令和 2年 10月 12日現在)
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町政 を聞 う

Qコロナ禍 経済の先行きが見えない
不安が広がつている

を開始予定



診連携を更に推進する

よ
^き

わ ひろ,み

米澤 宕文 議員

□
鶉
認
菱
騨
鶴

郡
内
唯

一
の
代
官
丁
の

「こ
う

の
眼
科
」
が
　
月
末
で
閉
院
の
噂

が
あ
る
。

噂
が
事
実
で
あ
れ
ば
町
民
は
勿

論
、
吉
賀
町
や
近
隣
の
山
口
市
の

方
の
大
変

相
鰺
轟
饉
瞳
瘍
与
一

か
つ
重
大

な
事
態
と

な
る
。

今

後
は

益

田
市
か

山
口
市
の

眼
科
医
院

受
診
と
な

り

通

院

・

新
規

・
突
発
的
負
傷
患
者
は
時

間
的
、
金
銭
的
に
大
変
な
負
担
に

な
る
。

今
後
の
眼
科
医
院
再
開
の
見
込

み
は
。

町
長
　
７
月
に
院
長
先
生
か
ら
閉

院
報
告
を
受
け
た
。

閉
院
の
意
志
は
固
く
、
現
時
点

で
は
再
開
は
困
難
。

ｍШ
一　は別
の眼科
医師
招
へい

町
長
　
共
存
病
院
内
に
新
非
常

勤
科
設
置
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
。

新
た
な
眼
科
医
療
機
器
の
財
政

的
余
裕
は
な
い
。
看
護
師
等
確
保

は
困
難
。

現
状
で
は
当
院
に
眼
科
の
設
置

は
非
常
に
厳
し
い
。

ｍ
Ш

． 　
能
悧
岬
雅
師
招
へ
い
の
可

町
長
　
県
西
部
の
医
師
不
足
は
深

刻
で
眼
科
医
師
の
招
へ
い
は
極
め

津和野共存病院隣の「こうの眼科」

Ｑ
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
正

Ａ

県
改
正
後
速
や
か
に
対
応
す
る

ｍ
Ш
　

害
［
躙
嚇
雌
鞠
卸

す
「薇

避
難
勧
告
を
廃
止
し
避
難
指
示
に

一
本
化
す
る
」
と
決
め
た
。

□

一

方
は
。

町
長
　
現
患
者
の
薬
処
方
は
病
状

に
よ
り
共
存
病
院
で
も
可
能
性
が

あ
る
。□

飾
躍
羹
蝙
蝶

運
行
は
で
き
な
い
か
。

町
長

他
に
小
児
科
　
産
婦
人

科
な
ど
で
他
市
に
通
院
の
方
も
お

り
出
来
な
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
マ
ッ
プ
改
正
時
、

次
の
こ
と
に
留
意
し
て
は
。

浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
。

最
近
の
豪
雨
雨
量
は
平
成
２５
年

現
患
者
や
町
外
の
眼

科
医
院
受
診
の
薬
の
処

定 水 の 堤 青 橋 量 倍 甚 津

][[[[首 i[暮 ]―
橋 Jじ 地 区 の 特 老 シ ル バ ー リー フつ わ の
堤 防 越 水 で 瞬く間 に床 上 浸 水 で 大 1参事 。
隣 接 に 津 禾口野 町 デ イサ ービスセン ター。

町
長
　
近
年
は
大
規
模
災
害
に
繋

が
る
豪
雨
が
多
発
。

で
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。

指
定
避
難
所
の
町
民
セ
ン
タ
ー

は
浸
水
の
恐
れ
が
大
で
あ
り
、
浸

水
時
危
険
な
側
溝
が
２
本
あ
る
０

今
後
、
２
階
以
上
の
民
間
施
設

を
指
定
避
難
所
と
し
て
活
用
す
る

べ
き
で
な
い
か
。

町
長
　
近
年
全
国
的
に
多
発
し
て

い
る
大
規
模
災
害
を
踏
ま
え
、
避

難
所
等
の
確
保
は
大
き
な
課
題
と

考
え
る
。

県
が
見
直
し
等
を
行
っ
た
際
、
　
　
今
後
も
民
間
施
設
を
対
象
と
し

速
や
か
に
対
応
す
る
。　
　
　
　
　
　
検
討
を
継
続
す
る
。

指
定
避
難
所
見
直
し
。

国
内
各
地
の
市
町
村

8月 29日増水時の畑迫保育園前水田冠水

つわの議会だより No.60

Ｑ
畑
迫
地
区
３
丼
せ
き
改
修

Ａ

地
元
と
協
議
検
討

畑
迫
地
区
の
中
原
・子
床
・

横
瀬
の
３
丼
せ
き
を
固
定
丼

せ
き
か
ら
可
動
せ
き
に
改
修
を
。

増
水
の
度
に
県
道
津
和
野
田
万
川
線

や
田
畑
が
冠
水
す
る
。

県
津
和
野
土
木
事
業
所
は
県
道
津
和

野
田
万
川
線

田
二
穂
工
区
で
喜
時
雨
↓

山

入

間
の
ト

ン
ネ

ル
エ
事

を

計

画
さ
れ

て
い
る
。

県
道
津
和

野
田
万
川
線
は
将
来

、
山

陰
道
と
繋
が
り
便
利
な
萩
澤
和
野
観
光

道
と
な
る
。

山
陰
道
と
連
結
ま

で
に
、
県
道

の
冠

水
を

阻
止
し
生
活
道
の
確
保

、
農
作
物

の
被
害
軽
減
の
た
め
丼
せ
き
改
修
を
す

る
べ
き
。
　

　

い

町
長
　
３
袖
Ｌ

―- 13 -―

中原丼堰可動堰改修て水位2m低下

/ 町政を問う

Q郡内唯一の眼科医院開院後
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【賛
否
表
は
１６
ぺ
‐
ジ
】

認
定
農
業
者
が
過
半
数
に
満
た

な
い
た
め
過
半
数
を
認
定
農
業
者

等
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と
の
同

意
を
求
め
る
も
の

断
国
の
元
医
療
従
事
者
住
宅
を

空
家
活
用
定
住
住
宅
に
追
加

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

再
交
付
手
数
料
の
規
定
を
削
除

水
道
事
業
に
お
け
る
催
促
手
数

料
及
び
延
滞
金
を
削
除

【賛
否
表
は
１６
ぺ
‐
ジ
】

●
町
道
滝
谷
１
号
線
道
路
改
良
工
事

●
令
和
２
年
度
日
原
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
解
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額

「
憶
７
３
８
０
万
円

一死
　
成

　

〈
「
和
３
年
３
月
２６
日

契
約
の
相
手

株
式
会
社
　
日
成
建
設

●
令
和
２
年
度
津
和
野
小
学
校
プ
ー

ル
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額

　

　

５
３
９
０
万
円

［死
　
成

　

〈「
和
３
年
「
月
２９
日

契
約
の
相
手

株
式
会
社
　
日
成
建
設

●
町
道
商
人
線
道
路
改
良
工
事

●
令
和
２
年
度
津
和
野
城
山
整
備
事

業
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
整
備
工
事
請
負

契
約
の
締
結

随
意
契
約

契
約
金
額

「
億
３
２
０
０
万
円

一
死
　
成

　

〈
「
和
３
年
３
月
３‐
日

契
約
の
相
手

北
陽
電
気
工
事
株
式
会
社

●
令
和
２
年
度
本
部
さ
と
や
ま
保
育

園
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

一
般
競
争
入
札

契
約
金
額

　

　

９
９
０
０
万
円

一
死
　
成

　

〈
甲
和
３
年
３
月
１２
日

契
約
の
相
手

長
嶺
建
設
株
式
会
社

請
願
審
査
報
告

◎
小
売
店
等
商
業
施
設
存
続
に
関

す
る
請
願

（６
月
定
例
会
提
出

）

）

【請
願
者
】

日
原
連
合
自
治
会

会
長
　
齋
藤
　
征
敬

総
務
経
済
常
任
委
員
会

２
０
２
０
（〈「和
２
年
）
年
８
月
Ю
日

○
審
査
事
件

小
売
店
の
存
続
を
求
め
る
趣
旨

で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

○
審
査
内
容

日
原
市
街
地
に
お
い
て
は
、
食

料
品
店
が
昨
年
度
２
店
舗
閉
店
し
、

残
る
の
は
１
店
舗
と
な
っ
た
。

食
料
品
を
中
心
と
す
る
小
売
店

の
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
審
査
し
た
。

日
原
市
街
地
に
お
い
て
は
、
合

併
当
時
５
店
舗
あ
っ
た
食
料
品
店

が
次
々
閉
店
と
な
り
、
昨
年
度
に

お
い
て
も
２
店
舗
が
閉
店
し
、
残

る
の
は
「
店
舗
と
い
っ
た
状
況
で
あ

り
、
こ
の
店
舗
も
現
在
経
営
移
譲

を
模
索
中
で
あ
る
。

ま
さ
に
危
機
的
な
状
況
に
達
し

て
い
る
と
言
え
る
。

請
願
の
趣
旨
に
あ
る
よ
う
に
、

商
店
は
地
域
住
民
生
活
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
も
の

で
あ
り
、
特
に
生
鮮
食
料
品
　
日

用
品
店
舗
の
存
在
は
日
常
生
活
を

す
る
上
で
の
絶
対
的
条
件
で
あ
る
。

行
政
は
商
店
存
続
の
た
め
に
、

現
在
の
補
助
制
度
の
周
知
を
図
る

）

と
共
に
、
積
極
的
な
活
用
に
努
め

ら
れ
た
い
。

併
せ
て
集
落
支
援
員
制
度
を
活

用
し
た
人
的
支
援
等
時
代
に
即
応

し
た
新
た
な
支
援
策
も
検
討
さ
れ

た
い
。

後
継
者
問
題
に
つ
い
て
は
、
現

存
す
る
事
業
主
に
お
い
て
後
継
者

を
見
つ
け
る
努
力
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。

同
時
に
、
行
政
も
住
民
福
祉
の

観
点
か
ら
積
極
的
に
相
談
を
受
け
、

関
与
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
第
３
セ
ク
タ
ー
で
の

運
営
も
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
が
、
で
き
る
だ
け
民
間
企

業
が
事
業
承
継
者
と
な
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
、
期
待
で
き
る
企

業
と
の
交
渉
も
進
め
ら
れ
た
い
。

な
お
、
本
意
見
は
日
原
地
域
の

み
で
な
く
、
津
和
野
地
域
に
お
い

て
も
適
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
申

し
添
え
る
も
の
で
あ
る
。

○
審
査
結
果

本
請
願
は
全
員
替
（成
で
採
択
と

決
し
た
。

◎
国
に
対
し

「再
審
法

（刑
事
訴
訟

法
の
最
新
規
定
）
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

【請
願
者
】

日
本
国
民
救
援
会
島
根
県
本
部

会
長
　
中
尾
　
光
良
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◎
津
和
野
町
農
業
委
員
会
委
員
の

過
半
数
を
認
定
農
業
者
又
は
認
定

農
業
者
等
に
準
ず
る
も
の
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
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再
審
に
お
け
る
検
察
手
持
ち
証

拠
の
全
面
開
示
、
再
審
開
始
決
定

に
対
す
る
検
察
の
不
服
申
し
立
て

（上
訴
）
の
禁
止
を
内
容
と
す
る
再

審
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を

国
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【審
査
の
結
果
】
　

　

採
択

◎
国
土
強
靭
化
、
老
朽
化
対
策
を
含

む
地
方
の
社
会
資
本
整
備
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

【提
出
者
】

総
務
経
済
常
任
委
員
会

委
昌
（長
　
一早
田
　
士
回
丸

【審
査
の
結
果
】
　

　

可
決

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪

化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出

【提
出
者
】

総
務
経
済
常
任
委
員
会

委
昌
（長
　
一早
田
　
士
回
丸

【審
査
の
結
果
】
　

　

可
決

◎
消
費
税
の
本
体
価
格
表
示
の
恒
久

化
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

【提
出
者
】
　

　

　

川
田
　
　
剛

【審
査
の
結
果
】
　

　

可
決

●
総
務
経
済
常
任
委
員
会

津
和
野
町
の
生
鮮
食
料
品

・
日
用
品

店
の
現
状
に
つ
い
て

【調
査
意
見
】

食
料
品
や
日
用
品
店
舗
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
に
よ
る
人
口
減
少
、
益

田
市
へ
の
大
型
店
の
進
出
、
消
費
者

の
消
費
動
向
の
変
化
等
に
よ
り
町

内
買
い
物
客
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
る
。

商
品
が
売
れ
な
い
状
況
に
な
る

と
、
卸
売
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
が

困
難
と
な
り
、
商
品
の
種
類
も
少

な
く
な
る
。

商
店
の
魅
力
が
な
く
な
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
買
い
物
客
が
減
少
す

Ｚ
つ
。

こ
の
よ

う
な
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

（悪
循
環
）
に
よ
り
、
売
り
上
げ
が

流

少
し
廃
業

に
追

い
込
ま
れ

る

ケ
ー
ス
や
、
経
営
者
の
高
齢
化
に

よ
り
事
業
継
承
が
困
難
に
な
り
、

店
舗
の
消
滅
と
つ
な
が
っ
て
い
く
現

象
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
津
和
野

町
に
お
い
て
も
多
く
の
小
売
店
舗

が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
て
き
て
い

Ｚ
つ
。今

後
も
人
口
減
少
が
想
定
さ
れ

′
、

る
中
で
、
小
売
店
の
存
続
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

小
売
店
舗
の
必
要
性
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
特
に
生
鮮
食
料
品

日
用
品
店
に
つ
い
て
は
住
民
の
日
常

生
活
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
も
の

で
あ
る
。

小
売
店
経
営
が
厳
し
い
状
況
の

中
、
行
政
と
し
て
も
住
民
福
祉
の

観
点
か
ら
小
売
店
の
存
続
に
向
け

て
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
ち
、
支

援
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

●
文
教
民
生
常
任
委
員
会

学
校
教
育
の
現
状
と
文
化
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て

【調
査
意
見
】

①
学
校
教
育
の
現
状
と
課
題

○
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
は
国
の

指
針
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い

な
い
。

研
修
会
等
を
通
じ
て
教
育
環

境
の
向
上
に
努
力
さ
れ
た
い
。

○
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
児
童
　
生
徒
に

つ
い
て
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
（ス
ク
ー
ル

ソ
ー

シ
ャ
ル
　
ワ
ー
カ
ー
）
配
置
な
ど

き
め
細
や
か
な
指
導
に
配
慮
さ

れ
た
い
。

○
不
登
校
に
対
す
る
保
護
者
の
考

え
方
が
多
様
化
し
て
い
る
。

福
祉
と
連
携
を
図
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

は
、
配
食
時
間
を
考
慮
し
た
運

送
や
異
物
混
入
、
食
中
毒
等
不

測
の
事
態
を
想
定
。
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
等
に
も
対
応
で
き
る
体
制

の
構
築
を
図
っ
て
頂
き
た
い
。

○
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
新
し
い
事
業
と
な
る

学
校
図
書
館
　
学
び
の
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
全
て
の
小
中
学
校
に

導
入
し
て
頂
く
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
。

②
文
化
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
学
習
機
会
に
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
、
町
民
が
も
っ

と
親
じ
め
る
よ
う
な
企
画
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
導
入
な
ど

も
検
討
さ
れ
た
い
。

○
日
原
歴
史
民
俗
合
（料
館
、
桑
原

史
成
写
真
美
術
館
、
今
昔
館
な

ど
館
の
有
効
活
用
を
検
討
さ
れ

た
い
。
人
材
活
用
に
も
配
慮
さ

れ
た
い
。

○
文
化
財
活
用
計
画
に
よ
り
、
着

実
な
保
存
に
努
め
ら
れ
た
い
。

○
文
化
財
行
政
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
連
絡
調
整
を
密
に
し
て
、

再
び
、
不
祥
事
が
起
き
な
い
こ

と
を
強
く
切
望
す
る
。

【紹
介
議
員
】

【請
願
趣
旨
】

寺
戸
　
日
日
子
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提
出
者

令和2年第5回〔7月)臨時会 賛否表
○=賛成 ●=反対 欠=欠席

一早
　
田

米
　
澤

川

　

田

道
　
信

板

土百
丁

御
手
洗 )甫

寺
　
一戸

イ髪

山

岡

田

結
　
果

町

　

三

平成3¬ 年度 町道滝谷¬号線道路改良工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○ ○ ○ 可  決

令和2年度 日原山村開発センター解体工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○ ○ ○ 可  決

〃  津和野小学校プール改修工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○ ○ ○ 可  決

〃 津和野町一般会計補正予算 (第4号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ |○ 〇 |○ ○ 可  決

令和 2年第6回 (8月 )臨 猟
=̂

長 令和2年度 津和野町一般会計補正予算 (第5号 ) 事 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |〇 |○ 可  決

令和2年第7回 (9月 )定 例 会
津和野町固定資産評価審査委員会委員の選任  松本 康志 氏

″           水津 良則 氏

無言己名

無言己名 蘇̈一̈な 疇一時″           村田 祐一 氏

平成31年度 町道商人線道路改良工事請負変更契約の締結

令和2年度 津和野城山整備事業ライトアツプ整備工事請負契約の締結

無言己名

囲
辱
一〇
一〇

時一呻一呻益田地区広域市町村圏事務組合規 Ti nの 変更 翠

需

〇

一〇
一〇
一〇
一〇

〇

一〇

一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

〇

一〇

一〇

一〇

一〇

〇

一〇
一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

中一呻一呻一［一中

津和野町過疎地域自立促進計画 (平成28年度～令和2年度)の変更

津和野III農 業委員会委員の過半数を認定農業者又は認定農業者等に準ずるものにすること

津和野町空家活用定住住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正

″ 手数沐斗条例の一部改正

″ 水道事業給水条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○ ○ ○ 可  決

令和2年度 津和野町-lQ会計補正予算 (第 6号 )

″   国民健康保険特別会計補正予算 (第 2号 )

〇
一〇

〇
一〇 器

〇
一〇

〇
一〇

〇
一〇

〇
一〇

〇
一〇 器 中一中″   介護保険特別会計補正予算 (第 2号 ) ○ ○ 〇 |○ 〇 |〇 |○ 〇 |○ ○ ○ 可  決

〃   下水道事業特別会計補正予算 (第 2号 ) ○ 〇 ○ ○ 〇 |○ 〇 〇 |○ ○ ○ 可  決

″   水道事業事業会計 (第 2号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可  決

|

″   奨学基金特別会計補正予算 (第¬号 )

平成31年度 津和野町一般会計歳入歳出決算の認定

〃 国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 器
〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇

〇
一〇

一〇

〇
一〇

一〇

〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇

〇
一●
一〇

〇
一〇

一〇

〇
一〇

一〇
呻一議一績″ 介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定長 ″

〇
一〇

〇
一〇

〇
一〇

〇
一〇

〇
一〇

〇
一〇 器・中一̈蔽一蔽″    下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 |○ |○ 認  定

〃    農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ 〇 |○ ○ |〇 |○ 〇 |○ 〇 |○ 認  定

″    奨学基金特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ 〇 |○ ○ 〇 |○ ○ ○ 認  定

〃    診療所特別会計歳入歳出決算の認定

″    介護老人保健施設事業特別会計歳入歳出決算の認定

〃    病院事業会言T歳入歳出決算の認定

翠

需

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

∞一華
〇

一〇
一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

〇
一〇
一〇
一〇
一〇

隷一織一議
〓
鵡

″    水道事業会計歳入歳出決算の認定

小売店等商業施設存続に関する請願

認 定

採 択

「員 国に対し「再審法(刑事訴訟法の再審規定)の改正を求める意見書の提出を求める請願 ○ ● ○ ○ 欠 ○ ● ● ○ ○ ○ 採  択

置:1新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪イЫこ対し地方税財源の確保を求める意見書の提出 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 央

会 国土強靭化、老朽化対策を含む地方の社会資本整備の推進を求める意見書の提出 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可  決

議 )肖賣税の人体価格表示の恒久化に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可 央

］目
（

国に対し「再審法 (丹」事訴訟法の再審規定)の改正を求める意見書の提出 ○ ● ○ ○ 欠 ○ ● ● ○ ○ ○ 可  決

圏

冨
ラ
ム
後
記

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
３‐

年
度
の
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。平

成
３‐
年
度
は
、
５
月
か
ら
令

和
に
変
わ

っ
た
の
で
、
ほ
ぼ
令
和

元
年
度
だ

っ
た
の
で
す
が
、
予
算

を
立
て
た
時
点
で
平
成
だ

っ
た
の

で
こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
り
ま

す
。西

暦
の
表
記
に
す
れ
ば
混
乱
な

く
分
か
り
や
す
い
表
記
に
な
る
の

で
す
が
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。

ま
た
、
日
本
の
歴
史
的
背
景
が

あ
る
の
で
和
歴
の
方
が
良
い
と
さ

れ
る
声
も
あ
り
ま
す
ね
。

ど

っ
ち
が
良
い
か
は
人
そ
れ
ぞ

れ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
生
ま
れ
の
私
は

ス
フ
年
は

何
歳
だ
？
」
と
何
度
も
計
算
を
し

直
し
ま
す
。

以
前
、　
一
年
間
勘
違
い
し

っ
ぱ

な
し
の
年
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

一
歳
多
く
色
ん
な
書
類
に
書
い

て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
の
で
、
そ
の
次
の
誕
生
日
か

ら
も
ま
た
同
じ
歳
で
し
た
。

そ
の
時
は
少
し
だ
け
得
し
た
気

が
し
ま
し
た
。

寺
戸
　
日日
子

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
川
田

　

剛

○

寺
戸
　
日
田
子

草
田
　
士
口
丸

　

道
信
　
俊
昭

丁
　
　
泰
仁

　

一二
浦
　
英
治
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